
　

本
格
的
な
春
の
訪
れ
と
と
も

に
、
旧
伊
予
市
、
旧
中
山
町
、
旧

双
海
町
が
新
設
合
併
し
、
新
「
伊

予
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新「
伊
予
市
」は
、
面
積
１９４
・
４７
㎢
、

人
口
４
万
人
余
と
し
て
発
足
し
た

も
の
で
す
。

　

さ
て
、
新
「
伊
予
市
」
誕
生
に

至
る
道
の
り
を
改
め
て
か
え
り
み

ま
す
と
、
豊
か
な
自
然
と
美
し
い

風
土
に
恵
ま
れ
、
ま
た
温
厚
で
勤

勉
な
住
民
の
人
柄
な
ど
共
通
す
る

風
習
を
多
く
も
ち
、
か
ね
て
か
ら

緊
密
な
関
係
に
あ
り
ま
し
た
１
市

２
町
は
、
結
束
し
て「
ひ
と
・
ま
ち
・

自
然
が
出
会
う
郷く

に

」
づ
く
り
を
め

ざ
す
と
い
う
志
に
お
い
て
一
致

し
、
平
成
１６
年
１
月
８
日
に
任
意

合
併
協
議
会
を
設
立
し
て
以
来
、

約
１
年
３
か
月
に
わ
た
り
、
精
力

的
に
協
議
を
重
ね
、
こ
の
歴
史
的

な
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
日
、
わ
が
国
は

厳
し
い
経
済
状
況
は
も
と
よ
り
、

先
の
見
え
な
い
国
際
情
勢
と
と
も

に
、
環
境
、
安
全
、
年
金
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
な
ど
、
複
雑
か
つ
多

様
化
す
る
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
行
財
政

改
革
は
緊
急
の
課
題
と
さ
れ
て
お

り
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状

況
は
、「
三
位
一
体
改
革
」
の
さ
ら

な
る
推
進
で
ま
す
ま
す
地
方
分
権

が
加
速
さ
れ
、
ま
さ
に
変
革
の
時

代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
が
激
変

す
る
中
、
地
理
的
・
歴
史
的
に
も

深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
伊
予
市
、

中
山
町
、
双
海
町
が
一
つ
に
な
る

こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
ま
ち
」

の
伝
統
・
文
化
な
ど
、
豊
か
な
自

然
と
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
ま

た
、
尊
重
し
な
が
ら
「
郷く

に

づ
く
り
」

を
基
本
と
し
た
す
ば
ら
し
い
「
ま

ち
」
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の「
ま
ち
」づ
く
り
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
参
画
、

市
民
と
の
協
働
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
層
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
自
主
的
・
主
体
的

な
改
革
を
実
施
し
、
時
代
に
整
合

し
た
行
政
体
制
へ
強
化
し
、
多
様

な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
か
つ
て
諸
先
輩

新「伊予市」誕生
平成１７年４月１日、伊予市・中山町・双海町の

１市２町が合併し、新「伊予市」が誕生しました。

伊
予
市
長
職
務
執
行
者
あ
い
さ
つ

伊
予
市
長
職
務
執
行
者

市
田 

勝
久

広報いよし(3)

方
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し

い
試
練
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
試
練
を
乗
り
越

え
て
新
た
な
道
を
切
り
開
い
て
行

く
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、こ
れ
ま
で
新「
伊
予
市
」

誕
生
の
た
め
に
、
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
方
々
に
、
改
め
て
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
、
新
市
発
展
の
た
め
に
更
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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８
時
、
伊
予
市
の
主
た
る
事
務
所
で
あ
る

伊
予
市
役
所
の
玄
関
前
で
開
か
れ
た
開
庁
式

に
は
、
旧
市
町
の
首
長
や
議
員
、
職
員
な
ど

約
９０
人
が
出
席
。
初
め
に
、
新
市
の
市
長
が

決
ま
る
ま
で
の
間
、
職
務
を
執
行
す
る
市
田

勝
久
市
長
職
務
執
行
者
が『
す
ば
ら
し
い「
ま

ち
」
づ
く
り
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
市
民
と
の

協
働
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な
道
を
切
り
開

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。』と
あ
い
さ
つ
。
次
に
、

泉
圭
一
県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
続
い
て
、
旧
市
町
の
首
長
な
ど
７

人
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、新
「
伊

予
市
」
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
刻
に
中
山
・
双
海
地
域
事
務

所
で
も
職
員
ら
が
集
ま
る
中
、
開
庁
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
事
務
所
長
の
あ
い

さ
つ
が
行
わ
れ
た
後
、
中
山
地
域
事
務
所
で

は
看
板
の
設
置
が
、
双
海
地
域
事
務
所
で
は

地
域
事
務
所
名
称
板
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

４
月
１
日
、

新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト

▲伊予市役所玄関前での開庁式。テープカットのようす。

▲中山地域事務所では看板が設置された。

▲双海地域事務所では名称板の除幕が行われた。
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伊予市役所

ウェルサンピア
伊予

五色姫海浜公園

しおさい公園

えひめ森林公園

谷上山公園

クラフトの里

遊栗館・栗の里公園

ふたみシーサイド公園
双海地域事務所

文

文

文

文

文
文

文

文
文

文

文

文

文
中山地域事務所
文

文

ふたみしおかぜ
ふれあい公園

五色浜公園

　

開
庁
式
が
終
わ
り
、
市
長
室
で
は

旧
伊
予
市
長
、
旧
双
海
町
長
か
ら
、

市
田
市
長
職
務
執
行
者
へ
の
事
務
引

継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
予
市
の
公
有
財
産
や
債
権
、
基

金
の
残
高
、
新
市
発
足
後
の
主
な
懸

案
事
項
な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
行

い
、
旧
市
町
長
と
市
長
職
務
執
行
者

そ
れ
ぞ
れ
が
引
継
書
に
押
印
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
職
員
の
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
、
市
長
職
務
執
行
者
か
ら
各

部
課
長
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

新「伊予市」誕生

▲ 旧伊予市長、旧双海町
長から市長職務執行者
への事務引継ぎ。

▲

職員の辞令交付式。各
部課長一人ずつに辞令
が渡された。

伊予市の
市章です

デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨

　

「
い
、
よ
」
の
文
字
を
元
に
、
豊
か
な

緑
や
海
な
ど
の
自
然
や
太
陽
、
人
々
が

未
来
へ
躍
動
す
る
姿
を
「
無
限
大
∞
」

の
形
に
重
ね
合
わ
せ
て
表
現
し
た
も

の
。
伊
予
市
が
さ
ら
に
発
展
、
飛
躍
し

て
い
く
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。

市章の最優秀作品
をデザインした

信
し ぎ

貴 正
まさあき

明さん
（新潟県燕市）

　

私
自
身
、
愛
媛
を
訪
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
市
章
作
成
に
あ
た
っ
て

は
資
料
な
ど
を
見
て
、
伊
予
の
美
し
い

自
然
や
す
ば
ら
し
い
文
化
を
知
り
、
少

し
で
も
形
に
表
せ
た
ら
と
願
っ
て
デ
ザ

イ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
市
章
が
永
年
に
わ

た
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し

ま
れ
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て
、
伊
予
市

が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

本庁地区
（伊予地域事務所管内）

中山地区
（中山地域事務所管内）

双海地区
（双海地域事務所管内）

　広報においては、伊予市内の各地区を次のよう

に呼ぶこととします。

　旧伊予市 ➡ 本庁地区（伊予地域事務所管内）

　旧中山町 ➡ 中山地区（中山地域事務所管内）

　旧双海町 ➡ 双海地区（双海地域事務所管内）

※旧伊予市内にあった本庁地区は、郡中地区と改めま

す。

伊予市の概要
面　積　１９４．４７㎢

人　口　４１，０８２人

世帯数　１４，８３８世帯
　　　　　（平成１７年３月末日現在）


